
令和７年度
第７回まちづくり協議会代表者交流会

～宝塚市の部活動地域移行について～



「地域移行（展開・連携）とは」

・少子化による活動維持が困難な部活動の増加

・専門性のない教員による指導
・生徒のニーズに応じた選択肢の確保が難しい現状

・教員の働き方改革



「宝塚市の部活動地域移行」の取組状況

令和８年度（２０２６年度）の中体連等の大
会や各種コンクール、発表会等の後（３年
生引退後）に学校の部活動を一斉（完全）
に廃止し、新体制から完全地域移行に取り
組みます。



「宝塚市の部活動地域移行」の取組状況

「保護者説明会」の実施

10回実施

計665家庭 722人参加

令和8年1～3月にも６回実施予定



「宝塚市の部活動地域移行」の取組状況

①現行の部活動種目（運動部）の地域クラブ団体数

約30団体（見込み）

②現行の部活動種目（文化部）の地域クラブ団体数

約14団体（見込み）

③その他新規種目の地域クラブ団体数

約15団体（見込み）



その他新規種目について

バドミントン・男子バレー・テコンドー・

ビリヤード・ハンドメイド・

クラシックバレエ・少林寺拳法・SNS・

ダンス・書道・ドローンサッカー・

ボランティア・キャリア教育など



地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に
関する実行会議 最終とりまとめより

○地域クラブ活動の在り方

「部活動が担ってきた教育的

意義を継承・発展させつつ、

新たな価値を創出する。」



新たな価値

○子どものニーズに応じた多種多様な

経験（マルチスポーツ、運動と文化両立など）

○専門性・継続性のある良質な指導
○学校の垣根を超えた仲間とのつながり創出

○地域のつながり、多年代の交流の

場として地域クラブ



地域の取り組み例
「大空への翼プロジェクト」

・キャリア教育

・生成AI

・模擬店

・まち歩きなど





地域の取り組み例
「安倉ボランティア部」

・コミュニティ安倉の

活動の一部に中学生が

参加する。


